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屋内行事に関しては、まだまだ新型コロナウイルスの影響が続いていますが、

屋外の催しなどについてはおおむね通常に近い運営ができるようになりま

した。イオン三光でのポスター・写真・映像展には、多くの市民の皆さんが

立ち寄ってくれました。干潟観察会にも例年以上の参加を頂きました。恒例

行事はほぼ例年通りの開催ができました。蛎瀬川の川ごみの問題が年度後半

に持ち上がりましたが、地元の方とよい方向に進めさせていただいています。

１．自然に関する理解を深めるための啓発活動
　自然観察会：８回　参加者：477名

ベッコウトンボ観察会・春の干潟観察会・山国川おサカナ観察会・アカテガニ観察

会・真夏のトンボ観察会・秋の干潟観察会・ズグロカモメと冬鳥観察会

　その他主催行事：1回　参加者：951名　他多数

イオン三光ポスター・写真・映像展、足利由紀子の仕事展、ひがたらぼ夏休みワークシ

ョップ、ひがたかふぇ（covid-19中止）。中津の海の絵コンテスト

　環境学習のサポート：34回　参加者：1,623名

中津市：北部小学校・南部小学校・豊田小学校・小楠小学校・如水小学校・沖代小

学校・今津小学校・鶴居小学校・城北中学校　工科短期大学校

市　外：長峰小学校・天津小学校・三毛門小学校・吉富小学校・宇島小学校

その他：海と日本プロジェクト・香々地ファミリーデイズ・中津市社会福祉協議会・

しげまさ子ども食堂・如水こども園・まーちゃん家・B&G他

　ガタフェス３　中津干潟の日 スタンディング・ポスター写真展

　中津干潟NETアカデミア第5回研究発表会　無観客　YouTube

2．調査研究活動
主体調査：カブトガニ・シギチドリ類・ガンカモ類・ベントス・ベッコウトンボ・

ＲＤＢ見直し・アライグマ・漁場塩分濃度・地形他

調査研究への協力：水産大学校・日本文理大学・長崎大学・島根大学・熊本県立大・マ

リーンパレス・大分生物談話会・環境省

3．海岸清掃他環境美化や廃棄物問題に関する活動
ビーチクリーン：大新田海岸3回　三百間海岸1回　参加者561名

　回収ゴミ：410kg（可燃47kg・不燃・粗大510kg）　

　対象区域：約60,000㎡×3回　120,000㎡×1回

松林再生：作業のべ14日　参加者：212名

　他団体への指導：小楠小学校・工科短期大学校　426名

4．ブルーツーリズムなどの地域振興を推進する活動
主催行事：帝王紫ワークショップ、海苔すき体験

5． 自然環境に関する情報の収集・蓄積・発信
会報誌「ガタガタ通信」4回発行　　annual　report　2020　発行

HP管理運営：31,194アクセス

イベント出展：社協まつり

　マスコミ対応　NHK、BSアサヒ、日本テレビ、NOASFM、大分合同新聞、読売新聞

6．民間及び公共団体の環境に関する事業に対する支援・提言など
　ベッコウトンボ生息池整備作業　参加者25名　野依新池草地管理助言（国土交通省）

　野依新池周辺事業注意喚起（県・土地改良区整備事業団）

　東九州龍谷高校ヒアリング・中津北高校ヒアリング　6名

　日本文理大学授業協力　　イデアビレッジ写真データ協力

　五十石川等流域会議・舞手川河口侵食対策・蛎瀬川ごみ問題相談（地元地区・県土木）

　市環境審議会・うつくし作戦県民会議・各団体ヒアリング受入（環境省・国土交通省・県）

7．持続可能な社会を追求するためのその他の事業
　ひがたらぼ運営・商品販売（カブトガニサブレ・海苔）　ガタガタ広場運営



地球環境基金（2021-2023）
調査、公的保全の勉強会etc...
　2021年度から2023年度まで地球環境基金の助成を受け

ることとなりました。公的保全の枠組みに中津干潟や野依

新池を組み込むことが目標となります。初年度は、中津干

潟の自然環境についてより多くの方々に知っていただく活

動や公的保全の勉強会、各種調査活動などを実施しまし

た。新しい保全の枠組みであるOECMやラムサール条約指

定への取り組みを行っていきます。今年度も同様の活動を

続け、最終年度にはシンポジウムの開催やキャンペーン活

動等を展開する予定となっています。

北部九州河川利用協会河川利用推進事業（2021）
冊子「中津ん石橋物語」改訂
　北部九州河川利用協会の助成金をいただき「中津ん石橋

物語」の改訂、増刷を行いました。これは、中津市内に残された

多くの石橋を撮影し、まとめた冊子になります。九州北部

豪雨から10年が経ち、人々の安心・安全・防災に注目が集

まる今こそ、環境や文化について一考する必要があると思

います。また、耶馬渓橋が国の重要文化財に内定したこと

もあり、7/1の中津干潟の日に関連して耶馬トピアで行う中

津干潟の母・山国川と題した催しの会場で配布する他、市

内中学校にも配らせていただく予定となっています。

会計レポート
Financial report 2021

足利由紀子初代理事長が亡くなって最初の年度ということになりました。

経営が心配されましたが、会員皆様の献身的なご協力で、今回も繰越金を

出せる結果となりました。しかし、まだまだ助成金だよりの経営体質は

変わっていません。会費、寄付で事業を回していくことが私たちの目標です。

そして、だれか特別の人が運営するのではなく、理事会、正会員を中心に

みんなでつくっていく水辺に遊び会になりたいと考えています。

Ⅰ　経常収益
 １．受取会費 ________________________________________________553,500
 ２．受取寄附金____________________________________________ 1,748,886
 ３．受取助成金等 __________________________________________ 2,477,901
 ４．事業収益_______________________________________________4,912949
  ①自然に関する理解を深めるための啓発活動_______________1,693,185
  ②調査研究活動________________________________________1,731,500
  ③海岸清掃ほか環境美化や廃棄物問題に関する活動__________ 999,160
  ④ブルーツーリズムなどの地域振興を推進する活動 ___________ 18,000
  ⑤自然環境に関する情報の収集・蓄積・発信________________________0
  ⑥民間及び公共団体の環境に関する事業に対する支援・提言など_ 90,600
  ⑦持続可能な社会を追究するためのその他の事業____________ 380,504
 ５．その他収益（受取利息・雑収入）____________________________ 110,514
 経常収益計 __________________________________9,803,750

Ⅱ　経常費用
 １．事業費 ________________________________________________ 7,918,529
  ①自然に関する理解を深めるための啓発活動______________ 2,857,519
  ②調査研究活動_______________________________________ 2,693,278
  ③海岸清掃ほか環境美化や廃棄物問題に関する活動________ 1,723,409
  ④ブルーツーリズムなどの地域振興を推進する活動 ___________ 63,453
  ⑤自然環境に関する情報の収集・蓄積・発信__________________ 75,757
  ⑥民間及び公共団体の環境に関する事業に対する支援・提言など_17,536
  ⑦持続可能な社会を追究するためのその他の事業____________ 487,577
 ２．管理費__________________________________________________689,570
 （１）人件費 ________________________________________________ 266,206
 （２）その他費用 ____________________________________________ 423,364
 経常費用計 __________________________________8,608,099

Ⅲ　経常外収益
 過年度損益修正益（前年度収益）_______________________________ 133,320
 経常外費用計 __________________________________133,320

Ⅳ　経常外費用
 過年度損益修正損（前年度損失）_________________________________ 8,207
 経常外費用計 ____________________________________ 8,207

  税引き前当期正味財産増減額 ___________________________ 1,320,764
  法人税、住民税及び事業税_________________________________ 71,000
  当期正味財産増減額_______________________1,249,764
  前期繰越正味財産額 ___________________________________ 4,604,846
  次期繰越正味財産額 ___________________________________ 5,854,610

Ⅰ　資産の部
 １　流動資産 ___________________ 7,556,263
  現金預金___________________3,375,006
  未収金_____________________3,915,467
  前払金______________________ 235,862
  棚卸資産_______________________7,218
 ２　固定資産 ____________________________ 0
 資産合計_______________ 7,556,263

Ⅱ　負債の部
 １　流動負債 _____________________ 637,574
  短期借入金 _________________________ 0
  未払金_____________________ 1,136,401
  前受金______________________ 442,500
  預り金 ________________________51,752
  法人税等未払金 ________________71,000
 ２　固定負債 ____________________________ 0
 負債合計________________1,701,653

Ⅲ　正味財産の部
 前期繰越正味財産 _______________ 4,604,846
 当期正味財産増加額 _____ 1,249,764
 正味財産合計 ___________________ 5,854,610

SAVE JPAN PROJECT _____________ 355,901
大分県森と海をつなぐ環境保全推進事業__ 205,000
北部九州河川利用協会河川利用推進事業__ 251,000
地球環境基金________________________1,466,000
コープ大分___________________________ 200,000

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社__ 300,000
匿名地元企業_________________________ 174,000
足利由紀子理事長初盆関係 _____________ 100,000

（単位：円）

活動計算書　（2021.4.1～2022.3.31） 貸借対照表　（2022.3.31現在）

補助金・助成金一覧

中津市環境調査委託 __________________1,650,000
大分県子ども探検団委託事業 ___________ 300,000
大分県まちづくり推進委託事業__________ 245,270
国土交通省河川協力団体委託 ___________ 692,697
海ごみ冊子制作配布委託 _______________ 999,160

業務委託一覧

寄　付



NPO法人 水辺に遊ぶ会

中津ネイチャーセンター 

  ひがたらぼ

　ようやく新型コロナウイルスが落ち着きを見せはじ

めました。まだまだ安心はできないものの、そろそろコ

ロナ後について考えなければならないと感じています。

　小学校などの自然観察会を行うときに、近くの山や川

や海に行ったことがあるか尋ねると、行ったことがない

と答える子どもがとても多いことに気づかされます。

　自然観察会の効果について調査した研究を見ると、

所得の高い層ほど観察会などの自然体験活動への参加

が盛んで、低い層は参加が少ないことが報告されてい

ます。どうも、高所得高学歴の方は、自然体験が子ど

もたちの成長に重要な役割を持っていることがよく分

かっているみたいなんですよね。

　考えてみれば人間はずーっと自然の中で暮らしてきた

ので、そこで無数の気づきや学びを得て成長し、生きる

力を身につけていくことは当たり前のこといえそうです。

　では、お金持ちの子どもにしか自然体験をする機会

は与えられないのでしょうか？確かにそういう面はあ

るかもしれません。すでに親世代が自然体験が少なか

ったりするので、多くの人々がその価値に気づけなか

ったりするからです。

　だからこそ私たちは、広く自然体験の効用を伝え、自

然に親しむ機会を提供する活動をしなければならない

と考えています。親の所得に関係なく自然体験の多い

子どもは、積極性や協調性が高いことが分かっていま

す。つまり自然は平等に子どもを育ててくれるのです。

　スローガンにかかげる「子どもも元気」を実現する

ためには、自然体験の機会提供と学習の支援が大切に

なると思います。低年齢の子どもたちには、とにかく

自由な自然体験の場を提供したいと思いますし、年齢

が上がってくれば、様々な問いが出てくるので、一緒

に疑問に寄り添っていきたい。さらに、高校生や大学

生、研究者などの学習や研究の支援をすることもこれ

まで以上に力を入れたいと考えます。

　中津市には4年制大学がありません。大分県にも生物

系や農業系の大学はありませんので、代わりに、そうい

った進路を希望する子どもたちに体験の場を提供する

ことができると思っています。学習塾とは違い、問いを

発しそれを解いていく過程に寄り添うという形ですが。

　今はコロナと戦争で人の動きは弱いですが、近い将

来に旅行やインバウンドなども盛んになってくるでし

ょう。その時、地元の水辺に関する経済的な部分の支

援も大切だと思われます。もう一つの会のスローガン

「漁師さんも元気」を実現するために消費の拡大や支

援も進めていかなければなりません。

　今言った事柄をやりぬくには、多くの方々のご協力

が必要です。子どもたちの学びに寄り添ってくれる

方、学生や研究者を支援する方、漁師さんの経済活動

に協力していただける方の力が欠かせません。

　そういった、方々が寄りつきやすく、語り合うこと

ができる場をつくることが私たちの夢であり仕事で

す。皆様のおかげで、ようやく一定の資金が集まりつ

つあります。堅実に運営すれば、今までと同じような

活動はできますが、それだけでは今言ったような会の

ミッションは実現できません。飛躍が必要です。

　ただ、全ては中津干潟の保全が大前提となります。

そして、中津干潟の保全は、山、川、池、里といった

ふるさとの自然全体を保全しなければ実現できませ

ん。目の前に広がる自然を全ての社会活動の基盤とし

てとらえ、子や孫、その子の時代まで持続可能な状況

に少しずつ変えていくお手伝いを続ける。そうするこ

とが、一人一人のしあわせにつながると信じます。

〒871-0024 大分県中津市中央町2-8-35
TEL・FAX 0979-77-4396（ひがたらぼ）
E-mail : info@mizubeniasobukai.org
URL : http://mizubeniasobukai.org/　

〒871-0006
大分県中津市東浜1151-4　
TEL・FAX 0979-77-4396
開館時間 10:00～16:00
休館日 土日祝日

クリーン
プラザ

中津干潟

宝来軒
●

中津自動車学校●

大新田海岸
←中津駅

●EASY

●ファミリーマート

宇佐方面→

ココ！

水辺に遊ぶ会の活動は皆様の会費・ご寄付によって
支えられています。ご支援ご協力お願いいたします。

●カブトガニコース（一般会員）
・年会費  1,500 円
年４回発行の「ガタガタ通信」と「行事案内」をお届けします。

●ズグロカモメコース（サポーター会員）
・1口　10,000 円
水辺に遊ぶ会を経済的に支援していただけるサポーターをお願
いたします。内訳は、一般会員の会費+寄付になります。

【ゆうちょ銀行もしくは　郵便局でお手続きの場合】
振替口座：01760－0－134110
名　　義：NPO法人 水辺に遊ぶ会
お名前・ご住所・電話番号・E-mail 等を明記の上、お振り込みを
お願いします。

アフターコロナとNPOの仕事　
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